
派遣社員等の12春闘アンケート

待遇改善等について ％

賃金が安い 24.0

仕事がなくなる不安 40.0

契約更新に対する不安　 48.0

正社員との格差　 32.0

正社員の道が見えない 36.0

通勤費が出ていない 52.0

ボーナスが欲しい 64.0

　　　　回答者総数に対する割合

成果主義アンケ－ト結果　（％）

よい制度このまま継続 0.7

やる気を失う 15.7

賃金の切下げの制度 18.3

人間関係悪化 9.9

どんなに頑張ってもⅡ評価 10.5

評価基準が不透明 18.8

評価の非公開 10.4

理由無き低い評価 1.9

面談前より決まっている 13.5

その他 0.7

出
口
の
な
い
デ
フ
レ
は
、
企

業
が
利
益
を
独
り
占
め
し
て
い

る
こ
と
が
要
因
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
お
い
て
も
、
大
幅

賃
下
げ
や
業
務
委
託
費
の
削
減

な
ど
で
、
貯
め
こ
ん
だ
利
益
は

９
兆
５
千
億
円
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
６
年
間
だ
け
で

株
主
配
当
は
２
倍
超
に
増
え
、

自
社
株
買
い
は
１
兆
円
超
な
ど

膨
大
な
資
金
が
株
主
還
元
と
し

て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
は
、
非
正
規
と
正

規
の
大
幅
な
待
遇
改
善
が
で
き

る
豊
富
な
余
剰
資
金
が
あ
り
ま

す
。
Ｎ
関
労
に
入
っ
て
一
緒
に

要
求
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

派
遣
社
員
、
契
約
社
員
、
パ
ー

ト
の

12
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
（
複

数
回
答
可
）
。
意
見
・
要
望
で

は
、
①
何
年
経
っ
て
も
時
給
が

上
が
ら
な
い
ま
ま
。
年

10
円

で
も
よ
い
か
ら
上
げ
て
欲
し
い
。

②
交
通
費
、
賞
与
が
少
し
で
も

あ
る
と
助
か
る
。
③
契
約
期
間

が
３
か
月
と
短
く
気
が
休
ま
ら

な
い
、
等
々
で
し
た
。

人
間
ド
ッ
ク
と

昼
食
補
助
の
改
善

ま
た
、

60
歳
超
え
契
約
社

員
の
改
善
要
望
で
は
、
①
人
間

ド
ッ
ク
②
昼
食
補
助
③
病
気
休

暇
の
有
給
化
の
順
で
し
た
。

05
年
、

06
年
と
２

年
が
か
り
で
、
所
得

税
と
住
民
税
の
定
率

減
税
が
半
減
の
後
に

廃
止
や
、｢

公
的
年

金
等
控
除｣

の
縮
小

や｢

老
年
者
控
除｣

の

廃
止
で
、
年
間
の
実

質
増
税
額
は
３
兆
円

を
突
破
し
た
。

当
時
の
小
泉
内
閣
は
、
こ
の

増
税
と
引
き
換
え
に
、
年
金
の

国
庫
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
与
党
の
公
明
党
は

｢

年
金
100
年
安
心
プ
ラ
ン｣

と
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
掲
げ
た
。

こ
れ
ら
の
財
源
か
ら
年
金
の

国
庫
負
担
引
き
上
げ
に
充
て
ら

れ
た
の
は
、
必
要
な
額
の
４
分

の
１
程
度
。
残
り
は
「
財
政
再

建
」
を
口
実
に
流
用
し
て
、
雲

散
霧
消
。
そ
の
ツ
ケ
を
消
費
税

ア
ッ
プ
で
国
民
に
再
び
押
し
付

け
よ
と
し
て
い
る
。
＝
「
日
刊

ゲ
ン
ダ
イ
」

11
年

12
月

14
日

要
旨
。
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下
表
の

12
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

と
お
り
、
大
多
数
の
人
が
評
価
に
対
し

て
納
得
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
こ
の
う
ち

20
歳
代
の
意
見
の
幾
つ

か
を
紹
介
し
ま
す
。

①
成
果
が
上
が
り
や
す
い
部
門
と
上

が
り
に
く
い
部
門
の
評
価
方
法
を
見
直

し
て
ほ
し
い
。

②
頑
張
っ
て
も
頑
張
ら
な
く
て
も
結

局
は
Ⅱ
（
旧
Ｃ
）
評
価
。
た
だ
単
に
賃

金
を
減
ら
す
言
い
訳
に
し
か
な
っ
て
い

な
い
。

③
他
社
と
比
較
し
て
賞
与
の
算
定
が

厳
し
い
の
で
、
水
準
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

評
価
に
納
得
で
き
な
い
ダ
メ
制
度
＝
成
果
主
義

２月２１日けんり春闘・経団連前

ＮＴＴ持株会社、貯め込んだ利益は９兆５千億円
６年間で 株主配当２倍超、自社株買いは１兆円超

貯
め
こ
ん
だ
利
益(

内
部
留
保)

で

大
幅
賃
上
げ
と
正
社
員
化
を

□一律５万円の賃上げと

特別一時金（ボーナス）

年間６か月分を支払う

こと。

■非正規社員の社員化と、

本人希望の雇用継続を

おこなうこと。

□６０歳超え契約社員の

各種休暇や福利厚生制

度を社員と同等・同額

にすること。

■５０歳退職・再雇用制

度を廃止すること。

おもな１２春闘要求

あなたの悩みを
一緒に解決します

こんなことはありませんか

□突然解雇を告げられた

■残業代がもらえない

□セクハラ、パワハラを受けた

■労働時間が延長された

□有給休暇がもらえない

■賃金の支払が遅れている

など

秘密厳守
労働相談ほっとライン
03-6806-0255

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
し
た
各
社
へ
の
要
求
書
の
回
答
は
多
く
が
、
要
求
に
は

応
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
不
誠
実
な
内
容
で
し
た
。
私
た
ち
は
、
要
求
実
現
に
む
け
ス
ト

ラ
イ
キ
を
背
景
に
交
渉
な
ど
を
強
化
し
ま
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

何
年
た
っ
て
も
時
給
ア
ッ
プ
な
し

通
勤
費
、
ボ
ー
ナ
ス
出
な
い

消えた増税額３兆円



各
地
で
高
い
放
射
線
量

法
的
規
制
を
超
え
る

法
的
に
は
放
射
線
量
が
毎

時
０
・
５
９
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
超
え
る
と
「
放
射

線
管
理
区
域
」
と
し
て
立
ち

入
り
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
２
月
、

福
島
第
一
原
発
か
ら
250

Km
離

れ
た
横
浜
市
瀬
谷
区
で
、
毎

時
６
・
８
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
検
出
し
た
の
を
は

じ
め
、
関
東
の
各
都
県
で
、

こ
の
法
的
規
制
を
超
え
る
放

射
線
量
が
計
測
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
マ

ン
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
各
施
設

等
に
お
い
て
も
放
射
線
量
の

測
定
結
果
を
公
表
し
、
社
員

の
安
全
衛
生
に
万
全
を
期
す

こ
と
」
な
ど
を
、
春
闘
要
求

に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

内
部
被
曝
が
心
配

比
較
的
低
い
放
射
線
量
の

場
合
は

、
外
部
被
曝
で
は
な

く
、
放
射
性
物
質
を
吸
い
込

ん
で
の
内
部
被
曝
に
よ
っ
て
、

遺
伝
子
が
変
化
し
て

10
～

30

年
後
に
ガ
ン
に
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

現
に
、
環
境
省
の
省
令
で

は
、
毎
時
０
・
２
３
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
が
検
出

さ
れ
た
地
域
を
除
染
す
る
、

と
し
て
い
ま
す
。

電
力
会
社
は
原
発
な
し
に

は
夏
を
乗
り
切
れ
な
い
な
ど

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
を
調
べ
て
み
る
と
、

最
大
電
力
需
要
量
が
火
力
と

水
力
発
電
の
合
計
以
上
に
な
っ

た
こ
と
は
、
殆
ど
あ
り
ま
せ

ん
。

現
に
、
今
は
、
全
国
で
原

発
が
２
基
（
発
電
量
２
３
０

万

KW
）
し
か
稼
動
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
計
画
停
電
は
起
き

て
い
ま
せ
ん
。

そ

し

て
、

下

の

グ

ラ

フ

（
フ
ラ
イ
デ
ー

11
年
６
月

12

日
号
）
で
一
目
瞭
然
で
す
が
、

火
力
の
自
家
発
電
だ
け
で
日

本
の
原
発
全

54
基
の
総
認
可

出
力
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
「
眠
っ
て
い
る
」

自
家
発
電
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
今
夏
も
、
十
分
に
乗

り
切
れ
る
発
電
量
は
確
保
で

き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
自
家
発
電

力
が
電
力
会
社
の
送
電
網
を

利
用
す
る
際
に
、
客
が
支
払

う
電
気
代
の
約
２
割
を
、
電

力
会
社
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

電
力
会
社
か
ら
送
電
部
門

を
切
り
離
し
、
電
力
の
安
定

供
給
等
を
考
慮
し
て
公
的
な

一
体
的
な
運
営
が
確
保
さ
れ

れ
ば
、
電
力
料
金
も
安
く
な

り
、
「
原
発
の
電
気
は
買
わ

な
い
」
と
い
う
選
択
も
可
能

に
な
り
ま
す
。
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１遺伝子にはＤＮＡが傷つかないよ

う、ＤＮＡを修復する遺伝子があ

る。

２しかし、ＤＮＡを修復する遺伝子

が低線量の放射線で変異すると、

10年～30年経ってガンになる。

３チェルノブイリは５００体の膀胱

組織を調べ、尿中にセシウムが１

リットル中６ベクレル出る状態が

15年つづいて、大半が増殖性膀胱

炎になった。チェルノブイリ周辺

は膀胱ガンが６割増えている。

４低線量の放射性物質の場合は、外

部被曝ではなく内部被曝が問題。

雨どいの下や稲ワラなどは煮詰まっ

て放射線量が高くなった。除染等

で触れないよう、吸い込まないよ

うに、まずすること。

低
線
量
被
曝
で
も
ガ
ン
の
危
険
性

マ
ン
ホ
ー
ル
等
の
放
射
線
量
の
測
定
要
求

中
国
で
は
現
在
、
一
時

間
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一
面

分
の
砂
漠
化
が
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

映
画
は
、
一
人
の
老
人

が
茫
漠
と
し
た
黄
土
に
砂

塵
が
舞
う
大
地
で
雨
乞
い

の
歌
を
う
た
い
一
心
不
乱

に
踊
り
続
け
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
中
国
と
隣
接
す
る

内
モ
ン
ゴ
ル
の
今
と
砂
漠
化
に
よ
っ

て
遊
牧
を
生
業
と
し
騎
馬
民
族
と
し

て
の
誇
り
を
持
ち
営
々
と
生
き
続
け

て
き
た
草
原
の
民
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の

終
焉
が
痛
切
に
描
か
れ
ま
す
。

砂
漠
化
し
て
い
く
大
地
で
妻
子
を

養
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
現
実

を
受
入
れ
ら
れ
ず
苦
悩
す
る
夫
。
現

実
的
な
妻
は
、
息
子
の
学
費
を
稼
ぐ

た
め
羊
の
乳
で

ヨ
ー

グ
ル
ト
を

作
り
道
端
で
売

り
、
町
へ
引
っ

越
す
こ
と
を
夫

に
懇
願
し
ま
す
。

「
馬
上
で
生
れ
馬
上
で
死
ぬ
」
と

言
わ
れ
る
彼
ら
に
と
っ
て
馬
を
手
放

す
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
絶
望
的
な
こ
と

か
。多

国
籍
資
本
が
最
適
地
生
産
の
た

め
に
世
界
の
隅
々
ま
で
安
価
な
土
地

と
資
源
、
そ
し
て
労
働
力
を
求
め
る

現
代
の
経
済
機
構
。
環
境
破
壊
を
し

な
が
ら
、
自
然
保
護
だ
と
放
牧
地
に

柵
を
め
ぐ
ら
せ
生
活
手
段
を
奪
う
国

家
と
は
誰
の
た
め
の
も
の
な
の
だ
ろ

う
か
と
映
画
は
問
い
か
け
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
可

（
み
）

映画紹介 25

白
い
馬
の
季
節

05
年

中
国

２・11 さよなら原発 in東京・代々木

原
発
を
全
部
止
め
て
も

電
力
不
足
に
は
な
ら
な
い

児玉龍彦著「内部被曝の真実」

（幻冬舎新書）より


